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# Contributing Documentation
ドキュメントのコントリビューション方法。最初に目を通す。
https://hyperledger-fabric.readthedocs.io/en/master/CONTRIBUTING.html#contributing-documentation

# Githubがメインリポジトリ
OSSコミュニティとしてのオープン性を担保するために、GitHubでレビューする。
みんなの自動翻訳は、コントリビュータ個人ごとに利用する。グループ機能は利用しない。翻訳メモリはGitHubで共有する。

# Githubの権限
fabric-docs-i18n/docs/locale/ja_JP 配下の変更は、Japanese Maintainersがマージできる。

# Branch Strategy
Fabric-docs-i18nは、リリースごとにブランチを作り、Read the Docにデプロイされる。
Relsease-2.2のブランチで、v2.2の翻訳をする。

# Review方法
TBD(レビューを別のjaブランチでするか？)

# デプロイ
MUSTコンテンツ(Introduction, Contribution, Glossary)が翻訳できたら、Read the Docにデプロイできる。
デプロイするCIスクリプトはBretとRyが作成する。

# 最新ドキュメントへのキャッチアップ
FabricでPRにdocsタグが付いているものをピックアップ。日本語側で対応する箇所を修正。

https://hyperledger-fabric.readthedocs.io/en/master/CONTRIBUTING.html#contributing-documentation

